
債務償還能力 59.8
資金繰り 41.8
収益性 30.5
安全性 25.2
成長性 20.6
信用保証の保証 29.8
担保物件の提供 4.7
第三者の保証 3.8
代表者の保証 2.8

業界での評判 51.3
計算書の信頼性 51.3
技術力 40.7
事業の市場動向 26.1
従業員の士気 21.2
販売先との関係 18.0
仕入先との関係 15.4
市場シェア 8.0
株主構成 3.5
代表者の資質 39.3
有能な経営陣 30.5
後継者の有無 26.1
代表者の資産 13.0

金融機関の収益 45.4
出典：中小企業基盤整備機構（2005年）
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●高額の設備投資によるリース料の支払が負担に…

大田区のＭ社長は、金融緩和の恩恵を受けて４年

前に新規の借入ができ、それからは資金繰りも少し

ずつ好転してきたことでホッとしていた。
取引先からの値下げ要求が年々厳しくなってきた

こともあり、予てから設備投資の借入残高の完済メ

ドが見えてきたら老朽化してきた設備機器を、２倍

ぐらい稼働効率がよい機種に買い換えたいと計画し

ていた。
安い中古品の購入も検討はしてみたのですが、競

合他社の設備よりも優位な設備を持てば受注内容も

大きく転換できるということを考えていた。

設備機器メーカーの協力も得て取引先の要求して
いるスペックを十分すぎるほど満たすことができる

仕様の機器を選定し、４０００万円の設備を購入す

る決断をし、Ｍ社長は妻と長男を連帯保証人にする

という条件でリース契約書に署名したのが８月末の
ことだった。

これから８年間のリース料の支払いを考えると多

少の不安もあったが、機器メーカーのメンテナンス期間

をすでに超えている状況では、いつ壊れるか分からない
設備で仕事をしている不安の方が大きかったので、決断

に誤りはないと確信していた。

ところが昨年９月１５日のリーマンショックを契機に

２ヶ月後には取引先からの発注量が５分の１に激減して
しまった。当初は「お客も景気回復の様子を伺いながら

の発注調整をしているからなのだろう…」と楽観視して

いたが、一向に注文が従前の状態に復活する様子がうか

がえない。
やがて年末が近づく頃になると、同業他社の不穏な噂

が耳に入ってくるようになってきた。その状況はＭ社長

の会社でも目につくようになり不安がふくらんできた。

急遽、創立時から数年前まで取引のあった異業種のＧ社
の社長に面会の申し入れをして、幸いにも合う機会が得

られた。

会社の現状を話し少しでも仕事を出してもらえるよう

に頼んでみたが、そこには自分が期待していたような仕
事量はなく、激減した売上を回復するための突破口には

ならなかった。

売上の回復がないまま年を越し、取引先に新年のご挨

拶に行っても暗く冷たい空気が漂っているような気配が
するほど例年のような活気がない。

リースの支払額は従来の支払額と合わせると１５０万

円を超えている。中小企業向けの緊急融資制度で運転資

金を借りたがこのままではすぐに底をつく。
今までのように仕事さえ入れば、リース料の支払いの

心配などなかったのに、今や、ほとんど稼働しない設備

機器のリース料の支払が、これほどまでに負担になると

は考えてもいなかった。

●初めてつくる「事業計画書」に戸惑う

１０年ほどの現場経験を経て独立したＭ社長は、

親会社に恵まれ順調に推移してきたし、そのうえ創

立当時に仕事の面で支援してくれたＧ者の紹介で取
引を始めた金融機関のバックアップもあって、これ

までにも何度か資金繰りが苦しいときもあったが、

金融機関のアドバイスを受けながらどうにか乗り切

ることができた。

しかし、今回ばかりは金融機関の対応が違うよう
だ。「直近の試算表」はもとより「資金繰り計画表」

や「事業計画書」の提出を求められたのだ。

過去の決算書は何度も提出していたから会計事務

所からもらってすぐに提出できたが、「資金繰り表」
自己流のメモ程度のものを銀行担当者に差し出して

おけばそれなりに資料としてまとめてくれていた。

「事業計画書」について、いままでは親会社との

打ち合わせ資料のコピーに金額を書き入れる程度で
済ませていましたが、金融機関の担当者が要求して

いる資料は、もっと設備機器のリース支払や減価償

却計画などを考慮した「中・長期計画書」にまとめられ

るように資料を要求してきました。
モノ造りに関しては得意とするものの「事業計画書」

などは過去に作成したことは１度もないまま、経営に支

障を感じたことがなかった。

金融機関の担当者はしきりに「数値管理」という表現
をしていたが、親会社からの発注が激減した今、肝心の

受注予測が立てられない状況では、「事業計画書」の作

成は不可能に近いと思っていた。

「長期がムリなら中期の３年間ぐらいの計画書ならつ
くれるのでは…」といわれても、Ｍ社長としては資料を

眺めるだけで手を付けられないまま焦り始めたが、税理

士事務所の先生の紹介でリスクカウンセラーに会い、よ

うやく資料づくりの方向性がまとまることになったので
す。

緊急性を要する資料づくりは、リスクカウンセラーの

手を借りながら徹夜で作成してもらいましたが、これか

らはＭ社長が自らの意志で作成で
きるようになれることでしょう。

現在、金融機関の協力を得なが

ら乗り切り策を推進中ですが、最

新情報では明るい見通しが見えて
きました。

リ

ス

ク

・

カ

ウ

ン

セ

ラ

ー

奮

闘

記

・

６７

◆銀行(経営パートナー)の融資姿勢を知れば…
２１年１1月号では「経営の三種の神器」につ
いて提言いたしましたが、下図は２００５年に
日銀が金融緩和政策を実施してから間もなく
「中小企業基盤整備機構」がまとめた資料です。
バブル崩壊後に、金融機関が融資先に対して
貸し渋り、貸し剥がしの行為があったなど社会
批判がされていましたが、 金融緩和により金融
機関とし融資先に対しどのような対応の変化が
あったのかがよく分かります。
◆「企業の財務」に関するポイントは…
①融資を受けた資金を償還する力があるか、
②資金繰り計画書によって資金繰り管理はしっ
かりしているか、③事業の収益性は確保できて
いるか、④事業の安全性について問題はないか、
⑤企業の成長性は期待できるか、ということで
すが、すべての要件は『資金繰り計画表』と
『経営計画』にすべてが網羅されます。
◆「保全」については…
①信用保証協会の保証が得られる融資先であ
るかどうかが重視され、担保物件の提供や代表
者･第三者の連帯保証は低いが、すでに保証契約
がなされている為、特段の要件ではないという
ことなのでしょう。
◆「企業自身の属性」の中では…
①業界の中での評判をとりあげ、②計算書
類等(決算書、資金繰り表、計画書)に関する
信頼性の評価、③製品の技術力、販売脳力、
販売体制に対する評価、④業界全体の動向に
対する不安はないか、⑤従業員が意欲的に行
動しているか、また、組合運動など組織体制
は盤石であるかどうか、⑥販売先との関係は
将来にわたって良好な関係であるか、⑦仕入
先、外注先との関係に問題がないか、などが
挙げられています。
◆「人財評価」は経営者と経営陣の評価で…
①社長の資質（実直性、積極性、慎重性な
ど）に対しての評価は…、②経営陣（役員･
管理職）には社長を支える十分な脳力がある
か、③後継者（親族･役員など）の有無と、
後継者の育成を進めているかどうか、などが
あげられていますが、これは事業の継続性を
確認する重要な基準となっているものです。
◆「金融機関の収益性」については…
企業ようとしての金融機関は、政府の財政
支援に頼ることなく健全経営をしていくため
に経営を圧迫するような取引先への融資は縮

小することになるのは当然のことでしょう。

◆「経営計画書」作成は事業継続の要諦だ…
経営に大切な「人」「物」「金」についてど
のように認識しているかによって、その企業の
事業の存続（事業継続、事業承継）が問われる
ことになるわけですから、三種の神器のひとつ
でもある『経営計画書』の作成は重要になって
きます。
『経営計画書』を作成するということは、そ
の企業の過去の実績をふまえ、「現在」の状況
（組織体制、商品開発･顧客開拓、資金繰り）
確認をしたうえでようやく「経営計画書」の作
成に着手できることになるのですが、肝心な過
去と現在の資料が整備されていない企業が多く、
整備されていれば数週間で出来上がるものが、
資料整備だけで数ヶ月かかる企業も多く見受け
られます。
経営危機な陥ってから慌てて資料を作成する
企業も決して少なくなく、事業継続が手遅れな
状態なこととなり、つまり「倒産」という事態
にまっしぐら…ということになりかねません。

「未だ何とかなる…」は「もう遅い！」とい
うことになるのですから、“転ばぬ先の杖”
という認識の下に「経営計画書」を作成して
ください。
経営が危ぶまれてからリスク・カウンセラー
に相談するのではなく、平時からのコミュニ
ケーションこそ経営者のお役に立てるものと
思います。是非ともご相談のご活用いただけ
ることを願っております。
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（英：Ｈｏｌｏｎｉｃ）全体（ホロス）と個（オン）の合成語。
すなわち組織と個人が有機的に結びつき全体も個人も生かすような形態を言う。生物
は個々の組織が自主的に活動すると同時に独自の機能を発揮する一方でそうした個が調
和して全体を構成する （小学館「カタカナ語の事典」より）
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昨今の「地球温暖化環境問題」に取り組んでいる事
業所における光熱費の削減には、エコ担当者は大いに
頭を悩ましていることでしょう。
省エネ用の照明にはＬＥＤランプ、ＬＶＤランプ、独
自開発の省エネランプなどがあります。
◇白熱灯･８０Ｗ→→ＬＥＤ･６Ｗ…1/13(寿命:2万時間)
◇蛍光灯→→節電Ｔ５蛍光灯……47%削減
◇水銀灯→→ＬＶＤ証明……1/10(寿命：5万時間)
特に天井の高い施設などでは、たった１個の水銀灯
を交換するにもいちいち専門の担当者や業者に頼らな
ければならなかったのですが、長寿命のランプに交換
することによってそのコストも大きく削減することが
できるようになります。
また、当社で紹介するのは、『ＥＳＣＯ事業』の導
入によって、お客様に初期投資の負担を掛けずにそれ
らの省エネ環境を満たした照明設備に入れ替えること
ができるシステムですから、朗報と言えるのではない
でしょうか。オフィス、店舗、工場、テニス･ゴルフ練
習場などのインドア施設、倉庫、大型店舗などの照明
の電力消費量の削減により、１年間に数十～数百万円
の経費削減が可能になっています。
【ＥＳＣＯ事業】省エネルギー量の保証等により、省
エネルギー効果(メリット)からその一部を報酬として
受け取るシステムです。

＝初期投資ゼロで光熱費削減とエコを実現＝

========================================
不動産コーディネーター 豊田泰幸

11月18日、ワシントンD.C.で中小企業
財務活動フォーラムが開催されました。
今回の金融危機を発端に資金調達が著
しく難しくなった中小企業と政府が意見
を交わそうとオバマ大統領が発案したも
のです。
米国では中小企業が新規雇用の65％を
担っているという数字があります。失業
率が高く推移している米国にとって、中
小企業の健全化なくして、雇用の正常化
はありえない状況です。
そのため、オバマ政権では中小企業向
けに次の３点に重点をおいています。
Ａ．資金調達・資金繰りの改善
Ｂ．税金の軽減
Ｃ．政府関係の発注優先

このうち、今回は「Ａ」をご紹介した
いと思います。

対策の中心は、今年２月に成立した米
国(経済)再生法にあります。
中小企業向け貸付の政府保証率を最大
90％まで引き上げ、借り手が支払う手数
料も、政府保証を得るために貸し手が支
払う費用も無料にし、中小企業が融資を
受けやすくしました。

フォーラムでの報告によると、次のよ
うな効果が見られました。
１．年初(再生法施行前)に比べ、貸付額
が75％増加。
２．2009年１月の時点で短期金融市場に
流通した中小企業局(※)保証債務は月間
平均85.9百万ドル(約76億円)に過ぎなかっ
たが、10月までのあいだに344百万ドル
(約303億円)まで増加。
数字のうえで一定の効果をあげた今回
の施策ですが、さらなる改善がなされて
います。
ａ．政府保証上限額を一般の場合は２百
万ドル(約１億８千万円)から５百万ドル
(約４億４千万円)に引き上げ、製造業の
場合は４百万ドル(約３億５千万円)から
5.5百万ドル(約４億８千万円)に引き上
げ。
ｂ．中小企業への貸付を増やす計画を届
け出た地方銀行への優遇措置。
ｃ．経済状況のもっとも厳しい地方の中
小企業に対し貸し付けるコミュニティ開
発支援金融機関連合(CDFI：Community D
evelopment Financial Institutions)の
プログラムを支援。

このように見てくると、日本で11月30

日に成立した中小企業円滑化法案は、見
劣りがします。
この法案は、中小企業などの債務者が
返済方法などの変更を金融機関に依頼し
た場合、できるだけ貸付条件の変更等の
措置をとるよう求めるものです。
原資はなく、金融機関に努力義務を課
すのみのものです。

しかし、米国の中小企業対策も原資が
税金である限り、いつかは底を突きます。
実際、前出のフォーラムが開かれた直
後、中小企業局(※)は、政府保証の資金
が尽き従来の条件に戻さざるを得なくな
ると公表するとともに、議会に今回の施
策を2010年２月まで継続できるよう働き
かけていることをもらしました。
日本でも米国でも、限りある税金のど
こにどれだけ投入するかは難しい問題の
ようです。ただ、中小企業に対する取り
組みの姿勢に違いがあるように感じられ
てなりません。
日本も、雇用全般を維持するための助
成に限らず、中小企業にも資金が流通す
るよう計らう必要があるのではないでしょ
うか。

(※中小企業局) 1953年に創設された政
府独立機関。経済の発展に不可欠な中小
企業育成に関わる問題を取り扱う。
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● 江戸の 鶯、 京都の 鶯

多くの地名には、地名の由来がある。

大阪の梅田はもとは、"埋田"と呼ばれていた

ことでもわかるように、田んぼを埋めてできた

ところだ。東京の池袋は、小さな池がいくつも

あったところである。

そんな思いを抱き長い間、思っては忘れ、忘

れては思い出していたところが、東京の山の手

線にある『鴬谷』という駅とその界隈である。

私は勝手に、「昔は鴬が多かったんだろう」

と思っていた。ところが違っていた。

一人の立派な人物と鴬との関係を、最近知る

ことができた。紹介しよう。

尾形乾山(おがたけいざん)といえば、最近の

「お宝鑑定団」でも耳にする、江戸時代の有名

な陶工だ。画家尾形光琳の弟子でもある。

この乾山は、京都で仕えていた崇保院宮公寛

親王(すいほいんのみやきみひろしんのう)が、

出家して江戸にやってくると、いまの上野の寛

永寺内にあった東叡山輪王寺(とうえいざんり

んのうじ)に入寺するや、乾山も江戸に来て陶

器を焼きながら、寺の近くの入谷に住みはじめた。

ところが輪王寺宮(公寛親王の出家後の称号)は、京

都時代から鴬の暗き声が好きだった。しかも親王は、

おりにふれては乾山に語り掛けるほどだった。

「江戸の鴬の声はよくない。京都の鴬の声が懐かし

い」と。

そこで乾山は、思い立つや京都に行き、何羽かの鴬

を持ち帰り、親王に献上した。親王は大喜びして、鴬

を鳥かごで飼い始めた。

ところが間もなく、親王は考えた。

「自分は仏に仕える身。であるのに鴬をカゴの中に

閉じ込めている。これは殺生にもひとしいこと。自然

に放すことが、私のつとめでもある・・」そう思って、

全部の鴬をカゴの外へ放ったそうだ。

●物の見方考え方と「脚下照顧」

すると鴬たちは、輪王寺の林の中に住みつき、

年を追うごとに繁殖していった。

人々はいつともなく、この付近を「鴬渓」

(うぐいすけい)と、呼ぶようになったという。

そして現在の「鴬谷」という地名として定着

したという。

当時、この鴬谷から根岸一帯は、風流の里と

しても知られ、多くの文人墨客も住んだそうだ。

司馬遼太郎の「坂の上の雲」で存在感を示す

正岡子規も、ここに住んだそうだ。

たかが鴬の飼い方。しかしそこには、物の見

方考え方で、偉人の精神が窺える。

「自分は仏に仕える身。であるのに鴬をカゴ

の中に閉じ込めている。これは殺生にもひとし

いこと。自然に放すことが、私のつとめでもあ

る・・」親王は自分の姿を冷静に、そして確実

に捉えている。

「脚下照顧」という仏語がある。

「他人さまのことは後でもよろしい。まず自

分の足元を見なさい」という意味だそうな。あ

る商店経営者が、いま破綻寸前である。

「まず出血を止めるためには、固定費圧縮への英断

が不可欠」という考え方もないまま、前線のセールス

に汗を出している。いっときの気休めにしかならない

のに。

この経営者が商売は部下に任せ、毎日ゴルフ三昧で

遊んでいたとき、「春が過ぎればやがてかならず冬が

来る。それも厳冬だ!」と、何回も警鐘を鳴らしたが、

彼に「脚下照顧」という観念は

なかった。

たかが「鴬谷」、しかし地名

一つでも、多くのことを教えて

くれる。
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。
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學
先
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姿
勢
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一
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に
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伊
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學
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今
も
学
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け
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間
学
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は
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私
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道
の
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る
た
め
の
学
習
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機
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け
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た
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考
え
て
い
ま
す
。
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～認知症と入れ歯～
===============================================

口腔ケアは、口腔疾患の予防だけでなく誤嚥性
肺炎の予防や、栄養状態の維持改善など、全身の
健康維持に欠かせないケアです。
そして以外かもしれませんが、認知症予防を実

践するためには「歯」が大変に重要な働きをしま
す。
正常な入れ歯使用者や残存歯の多い高齢者は、

認知症が少ないか、もしくは軽度だといわれます。
しかし、なんらかの理由で入れ歯を中止すると、
精神機能の低下が見られるといわれます。
歯は、「食べる」「話す」「力む」時に大切な

役目をしています。入れ歯を使用しなかったり、
残存歯が少ないと認知症予防の効果があまり期待
できない理由はここにあります。
「食べる」→食塊形成が困難となり、嚥下しにく
くなる。
「話す」→発音が不明瞭になる。
「力む」→食いしばれないため、体位が不安定で
転倒しやすい。

高齢者になったら、特に歯をよく磨
きましょうと言うわけです。

■認知症予防･新書■ №０４
=============================================
ＮＰＯ法人 認知症介入指導協会 理事 清輔喜美男

http://ninchisho-yobo.jp


